
令和５年度 内子高等学校 シラバス 

教 科 国語 科 目 現代の国語 単位数 ２単位 学 年 １学年 

教科書 新編現代の国語(東京書籍) 副教材等 ことのは(いいずな書店) 

１ 学習の目標 

・生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深める

ことができるようにします。 

・深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを

広げたり深めたりすることができるようにします。 

・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担

い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養います。 

２ 学習の内容 

学期 単元・項目 学習の内容 備考 

第 

１ 

学 

期 

１ 自己を見つめる 
  こそそめスープ 
  気になるニュースについて話そう 
   

２ 他者に出会う 
   水の東西 
   集めた情報の内容を検討して意見文を

書こう 
 
３ 言葉と生活１ 
   異なる種類の文章を読み比べよう 

・筆者独自の考え方を読み取り、人それぞれが持
つ意識の世界に思いをはせます。 

・情報を整理し、内容や構成に注意して話しま
す。 

・「水」を巡る日本と西洋の文化の比較を通じ
て、日本文化の特質についての理解を深めま
す。 

・情報を集めて検討し、構成を工夫して意見文を
書きます。 

・複数の文章を読み比べ、自分の考えを深めま
す。 

 
 

中間考査 
 
 

 
期末考査 

第 

２ 

学 

期 

４ 視野を広げる 
   無彩の色 
   情報を整理しながら話し合おう 
 
５ 社会とかかわる 
   鍋洗いの日  々
   憧れの職業について調べ、整理してま 

とめよう 
６ 言葉と生活２ 
  新聞記事を読んで意見文を書こう 

・色について論じた文章を、具体例の役割を押さ
えながら読み、筆者の価値観と主張をつかみま
す。 

・話し合いの進め方を工夫し、考えを深めます。 
・自分たちの切り開いた筆者の体験談から仕事に
対する思いを読み取ります。 

・調べたことを整理して、考えたことを分かりや
すくまとめます。 

・記事の読み取りを踏まえ、根拠を明確にして意
見をまとめます。 

 
 

中間考査 
 
 

期末考査 

第 

３ 

学 

期 

７ 世界とつながる 
   美しさの発見 
   読み手のアドバイスを生かして紹介文

を書こう 
８ 未来に目を向ける 
   真の自立とは 
   資料を活用して発表しよう 

・抽象的な題材について論じた文章を読み、展開
を論理的に捉え、筆者の価値観を理解します。 

・助言をもとに推敲して、よりよい文章に仕上げ
ます。 

・「自立」の在り方について考察する文章を読
み、自分の考えを持ち、視野を広げます。 

・発表の仕方や、話の聞き方を工夫します。 

 
 
 
 

学年末考査 

３ 評価の規準 

【知識・技能】 
  実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにしている。 
【思考・判断・表現】 

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考える力や深く共感した
り豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深
めたりすることができるようにしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
  言葉を通じて積極的に他者や社会と関わったり、思いや考えを広げたり深めたりしながら、言葉が持つ価値へ
の認識を深めようとしているとともに、進んで読書に親しみ、言葉を効果的に使おうとしている。 

４ 評価方法 

学期毎に、上記の評価の規準の３つの観点から、学習活動への取組、定期考査、小テスト、ノート、プリント、

レポートについて評価します。また、各学期の評価を総括し、学年末の成績をＡ・Ｂ・Ｃで評価します。 

５ 学習のアドバイス 

国語の守備範囲はあらゆる分野に及びます。様々なことに関心を持って生活しましょう。また、意味の分からない

語句に出会ったら、すぐに辞書で調べる習慣を身に付けましょう。積極的に本を読むことを心がけ、たくさんの言葉

に触れましょう。 



 


